
様式７－３ 
平成１７年度 交付金プロジェクト研究課題 終了評価結果 

  
課題名：針葉樹人工一斉林の針広混交林化誘導手法開発のための基礎的データセットの作成 
主査氏名（所属）：佐藤 明 （研究管理官） 

担当部署：森林管理研究領域、九州支所、東北支所 

参画機関：秋田県森林技術センター、山形県森林研究研修センター、福岡県森林林業技術センター、熊

本県林業研究指導所、大分県農林水産研究センター林業試験場 

研究期間：平成１５～１７年度 

 

１．目的 

 平成１３年に施行された「森林・林業基本法」と、これに沿って策定された森林・林業基本計画では、

多様な樹種からなる森林の育成を通じて、生物多様性の保全、景観の向上、水土保全機能の維持増進に

資するため、針葉樹人工一斉林を的確に針広混交林化する誘導技術の確立を求めている。しかし、現時

点においては、針葉樹人工一斉林の立地環境による侵入樹種の活着・成長など生理・生態学的解明が不

十分なため、実施すべき更新作業に対する具体的指針の提示には至っていない。そこで、広範に造成さ

れた針葉樹人工一斉林に対して、地域ごとのニーズを十分に見極めるとともに森林生態系の攪乱を最低

限に止めることのできる施業形態を検討・検証し、針広混交林へと誘導できる現地適用型手法の早急な

開発を目指す。 

 

２．全期間における研究成果の概要 

クローン性スギ一斉林の混交林化予測に向けた九州を中心とした課題では、GISなどの地理情報や森

林簿など容易に得られる基礎情報から侵入樹木の量や種の豊富さを予測することが可能となり、今回作

成された伐出作業システムの類型化モデル及び伐出経費推計モデルから、林地の主伐経費のポテンシャ

ル評価を行うことができた。また、再造林放棄地の発生予測モデルを作成したが、その作成手法を用い

れば、各地で生じている再造林放棄地の発生予測モデルを作成することが可能で、行政施策に活用でき

ると期待される。一方、多雪環境下のスギ・落葉広葉樹混交林における動態把握に向けた東北を中心と

した課題では、標高を軸とした人工林の管理指針の策定、広葉樹の混交過程の解明、針広混交林に誘導

するための判定基準の策定、広葉樹侵入に対する間伐等の効果の評価などを行った。その成果の一部は、

すでに森林計画のゾーニングや人工林の管理計画策定等において活用されている。また、東北森林科学

会第10回大会でテーマ別セッション「混交林化した人工林の実態と取り扱い」を開催し、プロジェクト

の成果を発表するとともに、混交林への誘導技術や混交林化を推進する上での諸問題を大学等の研究者

を含めて討議するなど、今後に向けて情報収集、発信を行った。 
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５．評価結果の概要 

本プロジェクトでは、クローン造林地、台風常襲地、暖温帯の九州と、実生苗造林地、雪害常襲地、

冷温帯の東北という､自然環境条件と社会・経済条件が大きく異なるコントラストの強い対象地域が設

定され、それぞれの地域における混交林化の誘導方法を開発するための基礎的データがセットされた｡

さらに､その基礎データから混交林化の誘導方法についても研究が進められ、その結果、侵入樹木の量

と樹種の豊富さの予測や林地の主伐経費のポテンシャル評価が可能となった。また､混交林化マップの

完成、標高を軸とした人工林の管理指針策定、混交林への誘導のための判定基準の策定などの成果が得

られた。これらの成果は、当初の予想を上回るものであり､本プロジェクトは目標を十分に達成したと

評価される｡この３年間、所属機関の異なる２１人の担当者によって研究が進められ、原著論文２０編、

学会発表１６件、特許申請1件の成果が公表され、効率的に研究資源が投入された。成果は今後、再造

林放棄地の予測、森林計画のゾーニングなどの策定、森林の整備状況の評価、保全措置の強化など行政



の施策に具体的に活用されるものと期待される。 

 
６．評価において指摘された事項への対応 
具体的な指摘事項はないが、再造林放棄地の予測、森林計画のゾーニングの策定などのさらなる精緻

化を図るため、平成１８年度からの交付金プロジェクトで研究を推進することにしている。 


